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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　躯体天井部から所定の間隔を存して垂下される複数の吊りボルトと、これら吊りボルト
間に架設される振れ止め用下地材とを含む天井下地の施工に際して、振れ止め用下地材を
吊りボルトに固定するために使用される固定金具であって、
　該固定金具は、平面視コ字状に形成されて吊りボルトに外嵌挿入されると共に、吊りボ
ルトに装着される吊りボルト装着部と、該吊りボルト装着部から延出形成されて振れ止め
用下地材の外周側を外嵌掛合する下地材嵌装固定部とを一体に備え、
　前記吊りボルト装着部は、吊りボルトに対向離間するボルト装着片に穿設されたボルト
挿通孔と、ボルト装着片の両側に折曲された側面片に切欠き形成されたナット保持溝部と
を有し、
　前記下地材嵌装固定部は、振れ止め用下地材の外周側に外嵌可能な側面視コ字状に形成
されると共に、下地材上面部の開口側に垂下して抜け止め掛合される掛止片と、下地材下
面部にビス固定される固定片とを有し、
　前記吊りボルト装着部には、前記ナット保持溝部にセットされたナットと、ボルト挿通
孔を介してナットに螺入せしめた固定ボルトとが設けられ、
　該吊りボルト装着部を吊りボルトに外嵌挿入させ、前記掛止片を下地材上面部の開口側
に掛合させた状態で、前記下地材嵌装固定部を振れ止め用下地材に外嵌させて、前記固定
片を下地材下面部にビス固定すると共に、
　該振れ止め用下地材を、前記固定ボルトの締め付け操作により、前記下地材嵌装固定部
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を介して吊りボルトに下地材側面部の面域を押圧させて圧接せしめ、固定ボルトの先端部
と下地材側面部との間で吊りボルトに挟持固定せしめたことを特徴とする振れ止め用下地
材の固定金具。
【請求項２】
　請求項１において、前記吊りボルト装着部は、その両側面片が吊りボルトに当接して振
れ止め規制されることを特徴とする振れ止め用下地材の固定金具。
【請求項３】
　請求項１又は２において、前記固定ボルトは、振れ止め用下地材の中央部よりも僅かに
上側に配置され、その先端部を吊りボルトに圧接するよう配設されていることを特徴とす
る振れ止め用下地材の固定金具。
【請求項４】
　請求項１乃至３の何れかにおいて、前記固定片は、前記側面片の下面部外方に折曲形成
されていることを特徴とする振れ止め用下地材の固定金具。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れかにおいて、前記ナット保持溝部は、セットされたナットを回り
止め規制した状態で保持することを特徴とする振れ止め用下地材の固定金具。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れかにおいて、前記固定ボルトには、前記ボルト装着片に締め付け
操作するロックナットが設けられていることを特徴とする振れ止め用下地材の固定金具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、天井下地の施工に際して使用される振れ止め用下地材の固定金具に関し、詳
しくは、躯体天井部から所定の間隔を存して垂下される複数の吊りボルトと、複数の吊り
ボルト間に架設される断面コ字状の振れ止め用下地材とを含む天井下地の施工に際して、
振れ止め用下地材を吊りボルトに固定するために使用される固定金具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、在来天井は、所定の間隔を存して躯体天井部に垂下される複数の吊りボルトと
、これら吊りボルト間の下端部に野縁受けハンガーを介して支持されるチャンネル状の野
縁受け（天井下地材）と、上方に開口する両側面部の上端内方に逆Ｕ字状溝を有し、野縁
取付金具を介して野縁受けに取り付けされる複数のチャンネル状の野縁（天井下地材）と
、野縁にビス止めされる天井パネルとから構成される。
　また、このような天井構造では、吊りボルトの間隔を維持するために、複数の吊りボル
ト間に振れ止め用下地材を架設することが好ましい。特に、長尺な吊りボルトを用いる天
井下地においては、吊りボルトの振れ幅が大きいため、振れ止め用下地材による吊りボル
トの振れ止めが必須となっており、その施工に際しては振れ止め用下地材を吊りボルトに
固定するための固定金具が用いられる。
【０００３】
　従来の固定金具としては、特許文献１に開示されたものや、非特許文献１に開示された
ものが知られている。特許文献１に開示されたものは、固定金具（６）を、振れ止め用下
地材（３）に固定される側面視コ字状の振れ止め用下地材固定部（６ａ）と、吊りボルト
２に外嵌される平面視Ｕ字状の吊りボルト固定部（６ｂ）とを一体形成し、吊りボルト固
定部（６ｂ）の内周部に形成した係合爪（６ｅ）を吊りボルト（２）のネジ山に係合させ
た状態で、外嵌させた振れ止め用下地材固定部（６ａ）を振れ止め用下地材（３）にビス
固定するようになっている（図４参照）。
【０００４】
　また、非特許文献１に開示されたものは、固定金具を、振れ止め用下地材を外嵌挿入す
る下地材保持部と、この下地材保持部から延出して吊りボルトのネジ山に係合するＣ字状
溝部を吊りボルト係合部とを有して側面視コ字状に一体形成し、固定ボルトの締め付け操
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作で、吊りボルトと振れ止め用下地材とを挟み込み固定するようになっている（使用状態
を示す参考図参照）。
【０００５】
　しかしながら、吊りボルトとしては、スタッドボルトなど全ネジタイプのものと、両端
側だけ雄ネジが形成されている半ネジタイプのものが採用されており、これら従来の固定
金具は何れも、吊りボルトのネジ山に係合することを前提として振れ止め用下地材を吊り
ボルトに固定する構成となっているため、半ネジタイプの雄ネジが形成されていない吊り
ボルトの中間部分で振れ止め用下地材を取付けしても、この中間部分は、硬質でその表面
に傷が付きにくく滑り易い物性を有しており、固定金具ごと位置ズレしたり滑り落ちたり
してしまう欠点があり、殊に、地震等の揺れを受けた際に、かかる欠点が顕著に発生して
しまうという問題があり採用することができない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００９－０７４３０５号公報
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】意登１４１５００７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、上記の如き問題点を一掃すべく創案されたものであって、躯体天井部に垂下
される吊りボルトに、全ネジタイプか半ネジタイプかの何れが採用され、或いは両者が混
合して採用された天井下地構造であっても、振れ止め用下地材を吊りボルトに確りと挟持
固定することができ、地震等の揺れを受けた際にも、滑りや離間、位置ズレを確実に防止
することができ、脱落の心配もなく好適な固定状態を長期に亘って維持し耐震性能を保持
させることのできる振れ止め用下地材の固定金具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために本発明の振れ止め用下地材の固定金具は、躯体天井部から所
定の間隔を存して垂下される複数の吊りボルトと、これら吊りボルト間に架設される振れ
止め用下地材とを含む天井下地の施工に際して、振れ止め用下地材を吊りボルトに固定す
るために使用される固定金具であって、該固定金具は、平面視コ字状に形成されて吊りボ
ルトに外嵌挿入されると共に、吊りボルトに装着される吊りボルト装着部と、該吊りボル
ト装着部から延出形成されて振れ止め用下地材の外周側を外嵌掛合する下地材嵌装固定部
とを一体に備え、前記吊りボルト装着部は、吊りボルトに対向離間するボルト装着片に穿
設されたボルト挿通孔と、ボルト装着片の両側に折曲された側面片に切欠き形成されたナ
ット保持溝部とを有し、前記下地材嵌装固定部は、振れ止め用下地材の外周側に外嵌可能
な側面視コ字状に形成されると共に、下地材上面部の開口側に垂下して抜け止め掛合され
る掛止片と、下地材下面部にビス固定される固定片とを有し、前記吊りボルト装着部には
、前記ナット保持溝部にセットされたナットと、ボルト挿通孔を介してナットに螺入せし
めた固定ボルトとが設けられ、該吊りボルト装着部を吊りボルトに外嵌挿入させ、前記掛
止片を下地材上面部の開口側に掛合させた状態で、前記下地材嵌装固定部を振れ止め用下
地材に外嵌させて、前記固定片を下地材下面部にビス固定すると共に、該振れ止め用下地
材を、前記固定ボルトの締め付け操作により、前記下地材嵌装固定部を介して吊りボルト
に下地材側面部の面域を押圧させて圧接せしめ、固定ボルトの先端部と下地材側面部との
間で吊りボルトに挟持固定せしめたことを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明は、上記のように構成したことにより、躯体天井部に垂下される吊りボルトに、
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全ネジタイプか半ネジタイプかの何れが採用され、或いは両者が混合して採用された天井
下地構造であっても、振れ止め用下地材の下面部が下地材嵌装固定部に確りとビス固定さ
れ両者が一体化された状態で、吊りボルトに対し、一方の側から固定ボルトの先端部をそ
の締め付け操作によって螺入圧接させることで、他方の側にセットされた振れ止め用下地
材の上面部側を掛止片によって引き寄せて下地材側面部が圧着されるので、確りと圧接挟
持して強固に固定することができる。このため、中間部分に雄ねじが形成されていない半
ネジタイプの吊りボルトが使用され、所謂、硬質でその表面に傷が付きにくく滑り易い物
性を有する当該中間部分に振れ止め用下地材を取り付けしたとしても、振れ止め用下地材
を吊りボルトに固定金具ごと滑り落ちたり、位置ズレすることがなく確りと連結固定する
ことができる。しかも、吊りボルトに外嵌挿入された吊りボルト装着部の両側面片が振れ
止め規制片として機能し各部との共同作用によって、地震等の揺れを受けた際にも、滑り
や離間、位置ズレを確実に防止することができ、滑落の心配もなく好適な固定状態を長期
に亘って維持し耐震性能を保持させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施形態に係る天井下地の概略側面図である。
【図２】本発明の実施形態に係る固定金具であって、（Ａ）は固定金具の正面図、（Ｂ）
は側面図、（Ｃ）は平面図、（Ｄ）は底面図である。
【図３】本発明の実施形態に係る固定金具の斜視図である。
【図４】本発明の実施形態に係る固定金具を用いて振れ止め用下地材を吊りボルトに挟持
固定した状態を示す断面図である。
【図５】本発明の実施形態に係る固定金具を用いて振れ止め用下地材を吊りボルトに挟持
固定した状態を示す正面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態を好適な実施の形態として例示する振れ止め用下地材の固定
金具を図面に基づいて詳細に説明する。図１は、本発明の実施形態に係る天井下地の概略
側面図である。この図に示す天井下地には、躯体天井部１から所定の間隔を存して垂下さ
れる複数の吊りボルト２と、これら吊りボルト２間に野縁受けハンガー２１を介して吊り
ボルト２の下端部に支持される野縁受け３（天井下地材）と、躯体天井部１と野縁受け３
との間で吊りボルト２に振れ止め固定金具５を介して水平状に架設される振れ止め用下地
材４（天井下地材）が含まれている。本実施形態の吊りボルト２には、両端側だけ雄ネジ
が形成されている半ネジタイプのものとなっている。
【００１３】
　野縁受けハンガー２１は、側面視略し字状に形成され、例えば、吊りボルト２の下端部
に上下位置調整可能に連結され、野縁受け３は、野縁受けハンガー２１によって支持され
ると共に、吊りボルト２に対する野縁受けハンガー２１の位置変更によって、上下位置が
調整される。
　野縁受け３は、側方が開口する断面コ字状のチャンネル材からなり、天井部に所定の間
隔を存して並列状に割り付けされる。このとき、野縁受け３は、図示しない躯体壁部に当
接しない短めの長さに予め加工され、その両端部が野縁受け固定金具を介して躯体壁部に
固定される。
【００１４】
　本実施形態の振れ止め用下地材４は、野縁受け３と略同一の板厚、形状、大きさからな
る側方が開口する断面コ字状のチャンネル材であり、吊りボルト２に取り付けされた野縁
受け３に対して、それぞれ何れか一方の上面側（又は下面側）となる吊りボルト２間に、
吊りボルト２の間隔を維持するために、任意の数だけ平行または直交させて架設される梁
タイプとなっている。そして、本発明の実施形態に係る固定金具５を用いて、振れ止め用
下地材４が吊りボルト２に連結固定されるようになっている。
【００１５】
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　図２、図３は本発明の実施形態に係る固定金具を示し、図２の（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）
、（Ｄ）はそれぞれその正面図、側面図、平面図、底面図であり、図３は斜視図である。
これらの図に示すように、固定金具５は、板厚が１．６ｍｍの厚板材を用い、吊りボルト
２に外嵌挿入されるよう全体が平面視コ字状に形成されると共に、吊りボルト２に装着さ
れる吊りボルト装着部５１と、該吊りボルト装着部５１から延出形成されて振れ止め用下
地材４の外周側を外嵌掛合する下地材嵌装固定部５２とを備えて全体がプレス成型により
一体に形成される。
【００１６】
　吊りボルト装着部５１は、吊りボルト２に所定間隔を存して対向離間するボルト装着片
５１１と、ボルト装着片５１１の両側に、吊りボルト２の雄ネジ部の外径と略同幅の嵌挿
幅をもって折曲された側面片５１２、５１２とによって形成される。つまり、この側面片
５１２、５１２は、その対向間隔幅が吊りボルト２に嵌挿セットした際に、吊りボルト２
に当接して振れ止め規制される規制片として機能する幅に設定されており、地震等の揺れ
を受けた際に野縁受け３の上面部先端部の滑りや離間、ガタツキ、位置ズレなどの規制に
寄与する。
【００１７】
　ボルト装着片５１１には、その略中央部位に矩形（円形でも良い）のボルト挿通孔５１
３が穿設され、ボルト装着片５１１側（基端側）から所定の離間幅を存した側面片５１２
に、側面視コ字状のナット保持溝部５１ａが切欠き形成されており、図２（Ｂ）、（Ｃ）
の仮想線で締結手段６をセットした状態を示すように、ナット保持溝部５１ａの溝幅は、
六角ナット６２の一辺の寸法幅よりも広幅でかつ回り止め保持できる溝幅を有しており、
その切欠き溝の開口側からナット６２を配設セットできるようになっている。締結手段６
をセットした状態で、固定ボルト６１は、振れ止め用下地材４の中央部よりも僅かに上側
に配置され、その先端部が吊りボルト２に対して螺入圧接されるようになっており、ロッ
クナット６３を含めて出荷時に予めセットされる。
【００１８】
　下地材嵌装固定部５２は、吊りボルト装着部５１から延出されて、振れ止め用下地材４
の外周側（上面部、側面部、下面部）に外嵌可能な側面視コ字状に形成される。つまり、
下地材側面部に対して側面片５１２の先端部を当接させる当接部５２１と、この当接部５
２１を当接させた状態で、側面片５１２の上側面片の先端側から下地材上面部にオーバー
ラップするよう延出させ、その開口側に垂下して抜け止め掛合される逆Ｌ字状の掛止片５
２２と、側面片５１２の下端部を外方に折曲されて、下地材下面部に面当てされるよう延
出してビス固定されるビス孔５２４が穿設された固定片５２３とを有して形成されている
。つまり、下地材嵌装固定部５２は、外嵌した振れ止め用下地材４に対して、当接部５２
１、５２１が下地材側面部に、掛止片５２２、５２２の内周端部が下地材上面部に掛合し
、固定片５２３、５２３が下地材下面部に面当てされる。
【００１９】
　次に、本発明の実施態様に係る固定金具５を用いて、吊りボルト２に振れ止め用下地材
４を取り付けする手順について、図４および図５に基づいて説明する。これら図に示すよ
うに、先ず、吊りボルト２に振れ止め用下地材４の側面部を面当てし、予め締結手段６が
セットされた固定金具５の吊りボルト装着部５１を、図４の仮装線で示すように下地材上
面部の上方から下方に傾斜させた状態で吊りボルト２に外嵌挿入する（図中(a)）。この
時、固定ボルト６１の先端部またはナット６２が吊りボルト２に当接され、これが支点と
なって傾斜角を調整することができ、下方にスライドさせながら、下地材嵌装固定部５２
の掛止片５２２を下地材上面部に掛合させると、掛止片５２２の角部が下地材上面部の先
端に当接され、これが支点となって回り込み垂直姿勢となって、当接部５２１が下地材側
面部に当接されると共に、固定片５２３が下地材下面部に面当て（対面）される（図中(b
)）。
【００２０】
　このセット状態で、下地材下面部にビス孔５２４を介して固定片５２３をドリルビスに
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より固定する。なお、ここまでの取付作業は、下方の野縁受けハンガー２１付近で２個所
の吊りボルト２に行い、全体を上方にスライドさせた所定位置で固定ボルト６１を締め付
け操作すれば滑落の心配もなく、直角度やレベル出しなどの組み付け調整を行える。固定
ボルト６１の締め付け操作にあたっては、ナット６２がナット保持溝部５１ａに回り止め
規制されて保持されているので、固定ボルト６１の先端部が吊りボルト２に対して螺入圧
接していくことができ、下地材下面部が固定片５２３に確りとビス固定され、両者が一体
化された振れ止め用下地材４を、下地材上面部側がその先端に当接された掛止片５２２、
５２２と共同して強制的に引き寄せて、下地材側面部の面域を吊りボルト２に圧着させ、
固定ボルト６１の先端部と下地材側面部との間で吊りボルト２に強固に圧着挟持させた状
態で連結固定され、最後にロックナット６３を締め付け操作すれば取付作業が完了する。
【００２１】
　このように圧接挟持させた連結固定状態では、固定ボルト６１を強固に締め付け操作し
ても、その先端部の螺入押圧力は吊りボルト２に対して点状に加わり、この点状圧着状態
を基点として、振れ止め用下地材４を、下地材下面部の固定片５２３、５２３と掛止片５
２２、５２２とがそれぞれ固定ボルト６１の先端部の基点に対して４方向に分散するハ字
状の引張り応力をもつて、下地材上面部側を強制的に引き寄せて吊りボルト２に線状に面
域圧着させて強固に圧接挟持固定される。したがって、吊りボルト２が半ネジタイプの雄
ねじが形成されていない、所謂、硬質でその表面に傷が付きにくく滑り易い物性を有する
中間部分に振れ止め用下地材４を取り付けしたとしても、振れ止め用下地材４と共に固定
金具５ごと滑り落ちてしまうことなく確りと連結固定することができ、また、螺入負荷が
振れ止め用下地材４に直接加わることもない。
【００２２】
　叙述の如く構成された本発明の実施の形態において、いま、躯体天井部１から所定の間
隔を存して垂下される複数の吊りボルト２と、これら吊りボルト２間に架設される断面コ
字状の振れ止め用下地材４とを含む天井下地の施工に際しては、振れ止め用下地材４を吊
りボルト２に固定するために固定金具５が使用されるのであるが、本発明の固定金具５は
、平面視コ字状に形成されて吊りボルト２に外嵌挿入されると共に、吊りボルト２に装着
される吊りボルト装着部５１と、該吊りボルト装着部５１から延出形成されて振れ止め用
下地材４の外周側を外嵌掛合する下地材嵌装固定部５２とを一体に備え、吊りボルト装着
部５１は、吊りボルト２に対向離間するボルト装着片５１１に穿設されたボルト挿通孔５
１３と、ボルト装着片５１１の両側に折曲された側面片５１２に切欠き形成されたナット
保持溝部５１ａとを有して形成され、下地材嵌装固定部５２は、振れ止め用下地材４の外
周側に外嵌可能な側面視コ字状に形成されると共に、下地材上面部の開口側に垂下して抜
け止め掛合される掛止片５２２と、下地材下面部にビス固定される固定片５２３とを有し
て形成されている。
【００２３】
　さらに、吊りボルト装着部５１には、ナット保持溝部５１ａにセットされたナット６２
と、ボルト挿通孔５１３を介してナット６２に螺入せしめた固定ボルト６１とが設けられ
、該吊りボルト装着部５１を吊りボルト２に外嵌挿入させ、掛止片５２２を下地材上面部
の開口側に掛合させた状態で、下地材嵌装固定部５２を振れ止め用下地材４に外嵌させて
、固定片５２３を下地材下面部にビス固定すると共に、このビス固定された振れ止め用下
地材４を、固定ボルト６１の締め付け操作により、下地材嵌装固定部５２を介して吊りボ
ルト２に下地材側面部の面域を押圧させて圧接せしめ、固定ボルト６１の先端部と下地材
側面部との間で吊りボルト２に挟持固定せしめるよう構成されている。
【００２４】
　この様に構成すると、躯体天井部１に垂下される吊りボルト２に、全ネジタイプか半ネ
ジタイプかの何れが採用され、或いは両者が混合して採用された天井下地構造であっても
、振れ止め用下地材４の下面部が下地材嵌装固定部５２（固定片５２３）に確りとビス固
定され両者が一体化された状態で、吊りボルト２に対し、一方の側から固定ボルト６１の
先端部をその締め付け操作によって螺入圧接させることで、他方の側にセットされた振れ
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止め用下地材４の上面部側を掛止片５２２、５２２によって強制的に引き寄せて下地材側
面部が圧着されるので、振れ止め用下地材４を吊りボルト２に確りと圧接挟持して固定す
ることができる。つまり、固定ボルト６１を強固に締め付け操作することにより、その先
端部の螺入押圧力は吊りボルト２に対して点状に加わり、この点状圧着状態を基点として
、振れ止め用下地材４を、下地材下面部の固定片５２３、５２３と掛止片５２２、５２２
とがそれぞれ固定ボルト６１先端部の基点に対して４方向に分散するハ字状の引張り応力
をもつて、全体または下地材上面部側を拡開方向に強制的に引き寄せて吊りボルト２に線
状に面域圧着させて強固に圧接挟持固定することができる。
【００２５】
　その結果、吊りボルト２が半ネジタイプの雄ねじが形成されていない、所謂、硬質でそ
の表面に傷が付きにくく滑り易い物性を有する中間部分に振れ止め用下地材４を取り付け
したとしても、振れ止め用下地材４と共に固定金具５ごと滑り落ちたり、位置ズレするこ
とがなく確りと連結固定することができ、また、螺入負荷が振れ止め用下地材４に直接加
わることもない。しかも、吊りボルト２に外嵌挿入された吊りボルト装着部５１の両側面
片５１２，５１２が振れ止め規制片として、固定片５２３、５２３が補強片としてそれぞ
れ機能し、挟持構造にかかる各部との共同作用によって、地震等の揺れを受けた際にも、
滑りや離間、位置ズレを確実に防止することができ、滑落の心配もなく好適な固定状態を
長期に亘って維持し耐震性能を向上させることができる。
【００２６】
　つまり、吊りボルト装着部５１は、その両側面片５１２，５１２が吊りボルト２に当接
して振れ止め規制されるので、半ネジタイプの吊りボルト２の雄ねじが形成されていない
中間部分の外径が、雄ねじ部分の外径よりも僅かに細く形成されているものも存在するが
、その様な半ネジタイプの吊りボルト２に連結固定した場合であっても、地震等の揺れを
受けた際に、両側面片５１２，５１２によって吊りボルト２の当接を確りと受け止めて振
れ止め規制することができ、滑りや離間、位置ズレを確実に防止することができ、耐震性
が損なわれることもない。
【００２７】
　また、固定ボルト６１は、振れ止め用下地材４の中央部よりも僅かに上側に配置され、
その先端部を吊りボルト２に圧接するよう配設されているので、固定ボルト６１を締め付
け操作した際に、下地材下面部が固定片５２３、５２３にビス固定された状態の振れ止め
用下地材４を、掛止片５２２によって下地材上面部側を拡開方向にスムーズに引き寄せて
、下地材側面部を吊りボルト２に確実に圧着させることができる。
【００２８】
　また、固定片５２３は、側面片５１２の下面部外方に折曲形成されているので、補強片
として機能し、振れ止め規制片として機能する両側面片５１２、５１２の拡開変形を防止
することができる。
【００２９】
　また、ナット保持溝部は、セットされたナットを回り止め規制した状態で保持されてい
るので、固定ボルト６１の締め付け操作によって、その先端部を吊りボルト２に対して螺
入圧接していくことができる。
【００３０】
　また、固定ボルト６１には、ボルト装着片５１１に締め付け操作するロックナット６３
が設けられているので、地震等の揺れを受けた際に、固定ボルト６１の螺合が緩むことが
なく、固定ボルト６１の先端部と下地材側面部との間で吊りボルト２に強固に圧着挟持さ
せて連結固定した状態を、長期に亘って好適に維持し耐震性能を保持することができる。
【符号の説明】
【００３１】
１　　　躯体天井部
２　　　吊りボルト
２１　　野縁受けハンガー
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３　　　野縁受け
４　　　振れ止め用下地材
５　　　固定金具
５１　　吊りボルト装着部
５１ａ　ナット保持溝部
５１１　ボルト装着片
５１２　側面片
５１３　ボルト挿通孔
５２　　下地材嵌装固定部
５２１　当接部
５２２　掛止片
５２３　固定片
５２４　ビス孔
６　　　締結手段
６１　　固定ボルト
６２　　ナット
６３　　ロックナット

【図１】 【図２】

【図３】
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